
１　事業の概要と実績

※金額については１円単位で記入してください

２　事業実施状況に対する評価

３　今後の事業展開（事務改善）

【 平成28年度 第1回提出 】　業務棚卸評価シート

No. 1 シート作成者 - -

事業の目的
狭あい道路を整備推進することにより、防災性・住環境の向上を図
り、安全な生活道路として整備する

事業の目標 狭あい道路の整備による、安全・安心な生活道路の実現

事業の概要
　建築確認申請等による事業が主な取り組みとなっており、多くの進捗が見込めないことから、周知、啓発を図り、市民の協力を得ながら、後退用地の測
量、分筆、所有権移転、整備及び工作物の補償を実施する。

事務事業名 狭あい道路整備事業 事務区分 自治事務 部課かい名 建設部道路管理課

指標 整備延長率

27年度（第2次実施計画） 28年度（第3次実施計画） 29年度（第3次実施計画） 30年度（第3次実施計画）

対象 狭あい道路に接する土地所有者等 事業の性質区分 政策 業務計画 ■

目標値 実績値

19.60% 37.99% 38.96% 39.78% 40.59%

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

230,631,000

予算額 364,240,000 306,527,000

27年度 28年度 29年度 30年度

事
業
費

実施計画事業費 - 306,527,000 255,721,000

決算額 293,733,383

執行率 80.6% 0.0% #DIV/0! #DIV/0!

臨時・非常勤等

従事者数 3.02 3.13

職員 3.02 3.13

国庫支出金 41,489,000 68,000,000 56,481,000

地方債 15,500,000 162,100,000 134,643,000

昭和６１年度から建築確認申請に伴う後退用地を買い取る狭あい道路整備事業を行ってきたが、今の経済状況の中多くの進捗が見込めないため、建築確認申
請時に当該地の両隣への自主後退協力要請を行い、ホームページや市民まつりなどで周知啓発を図ってきた。しかし、防災の観点からも更なる狭あい道路整備
が求められている中、平成２７年度からは、民間事業者の知識やノウハウを生かした自主後退協力要請案の提示など、より効果的・効率的に事業を推進するた
め提案型民間活用制度「狭あい道路調査等業務」を導入した。狭あい道路整備を促し、安全・安心なまちづくりを実現するためにも本事業の必要性は非常に高
い。さらに事業を効果的・効率的に進めるため改善を行うことが必要である。

　事業実施状況に対する分析（課題の抽出）

事
業
成
果

２７年度の提案型民間活用制度の申請実績は目標値２０件に対し実績１８件、狭あい道路整備事業件数目標３２０件に対して、実績２６８件と指標は達
成できなかった。提案型民間活用制度を有効活用しながら、全体の事業件数を増やし整備率を上げる仕組みづくりが課題となる。

事
務
効
率

提案型民間活用制度を導入したことにより、職員の事務負担が軽減され以前より効率的に事務が進められた。

一般財源 236,744,383 76,427,000 64,597,000 58,755,000

　事業の必要性

財
源
内
訳

特
定
財
源

121,083,000

その他

50,793,000

県支出金

　事業成果及び事務効率に対する評価

実施手法は効率的かつ効果的であり、成果は今後見込める

今後の事業展開（事務改善）
改善の方向性 27年度の評価を踏まえた28年度以降の取組内容

事業（活動）の効率・成果を高める
２８年度は提案型民間活用制度導入１年目の内容検証を実施し、改善検討し実行する。そうした改善を整備率の向上に
つなげる。また、狭あい道路整備事業全体を管理できる「狭あい道路整備事業管理表」を整備し、確実な進行管理、迅
速な事務処理ができる仕組みを作る。



４　事業を構成する活動に係る改善内容

事業を構成する活動（27年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）

73,766,908

1-2 拡幅用地の工作等移転補償費算定業務委託 工作物の補償件数 170件 104件 15,374,000 14,092,920

1-1 拡幅用地の測量・登記件数 境界確定測量面積/件数 2,000㎡/300件 1,908㎡/198件 75,626,000

110,379,240

1-4 拡幅用地の取得に係る工作物の補償 工作物等の補償件数 170件 104件 87,650,000 49,239,079

1-3 拡幅用地の路面整備 後退用地の路面整備延長 3,200m 2,922m 111,746,000

40,198,422

1-6 狭あい道路整備事業に係る庶務事務及び補助金申請 事務処理件数 320件 268件 210,000 208,614

1-5 拡幅用地の買収 用地買収の面積 2,000㎡ 1,555㎡ 67,634,000

5,848,2001-7 提案型民間活用制度モデル事業狭あい道路調査等業務 事務処理件数 320件 268件 6,000,000

27年度活動の結果を踏まえた28年度以降の改善内容

項番 改善内容 経営改善方針への位置付け

1-1 これまでどおり、適切に実施する 位置付けない

1-4 業務全体を管理できる管理表を整備し着実な進行管理・迅速な事務処理を行う 位置付けない

1-5 業務全体を管理できる管理表を整備し着実な進行管理・迅速な事務処理を行う 位置付けない

1-2 これまでどおり、適切に実施する 位置付けない

1-3 これまでどおり、適切に実施する 位置付けない

1-6 業務全体を管理できる管理表を整備し着実な進行管理・迅速な事務処理を行う 位置付けない

1-7 ２７年度実績を検証し、より効率的・効果的な業務手法・内容に改善する 位置付けない

事業を構成する活動（28年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）

3-2 拡幅用地の工作等移転補償費算定業務を委託する 工作物の補償件数 170件 20,356,000

3-1 拡幅用地の測量・登記を行う 境界確定測量面積/件数 2,000㎡/300件 61,128,000

3-4 拡幅用地の取得に係る工作物の補償を行う 工作物等の補償件数 170件 72,120,000

3-3 拡幅用地の路面整備を行う 後退用地の路面整備延長 3,200m 97,796,000

3-6 狭あい道路整備事業に係る庶務事務及び補助金申請を行う 事務処理件数 320件 210,000

3-5 拡幅用地の買収を行う 用地買収の面積 2,000㎡ 53,834,000

3-7 提案型民間活用制度モデル事業狭あい道路調査等業務を委託する 事務処理件数 320件 6,583,000

【再設定項目】事業を構成する活動（28年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）



１　事業の概要と実績

※金額については１円単位で記入してください

２　事業実施状況に対する評価

３　今後の事業展開（事務改善）

　事業成果及び事務効率に対する評価

成果があがっているが、実施手法は効率的でない

今後の事業展開（事務改善）

改善の方向性 27年度の評価を踏まえた28年度以降の取組内容

事業（活動）の効率を上げる

　２８年度は、従来の許認可審査の見直しを行い、一次審査の審査意見書の確認を臨時職員（９月以降任期付職員）が
行い、二次審査の掘削面積、復旧面積の確認・算定及び許可に対する意見・条件の検討を職員が行い、システム入力を
非常勤嘱託職員で行う人員体制・事務手順に変更する。
　職員の事務負担の軽減を図るとともに、許可書発行までかかる日数の短縮を目指す。

県支出金

事
業
成
果

申請・許可件数目標値2,000件に対して、1,971件の実績値と、指標は概ね達成したが、許可書発行までの日数が平均１０日から２週間となるなど、速や
かに調査し発行するための仕組みが課題となる。

事
務
効
率

正規職員が、時間外勤務を含め事務処理に多くの時間を要しているなど、非効率的である。

一般財源

　事業の必要性

地方債

道路占用制度は、現行法では厳しい制約が課せられている。占用許可判断は行政行為とされ、民間には委託できないものとされている。しかし現在複数の正規
職員と非常勤嘱託職員により事務処理を行っているが、費用対効果の面で見れば日常的に時間外勤務を行うなど投入している工数ほど効果は現れていないた
め、人員体制及び事務処理方法の改善が必要である。

　事業実施状況に対する分析（課題の抽出）

財
源
内
訳

特
定
財
源 その他

国庫支出金

従事者数 3.15 2.36

職員 2.63 1.85

臨時・非常勤等 0.52 0.51

決算額 0

執行率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

27年度 28年度 29年度 30年度

事
業
費

実施計画事業費 - 0 0 0

予算額 0 0

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

2,000件 1,971件 2,000件 2,000件 2,000件

対象 道路利用者 事業の性質区分 政策 業務計画 □

指標 申請・許可件数

27年度（第2次実施計画） 28年度（第3次実施計画） 29年度（第3次実施計画） 30年度（第3次実施計画）

事務事業名 道路の占用、掘削等の許可に関すること 事務区分 自治事務 部課かい名 建設部道路管理課

事業の目的
道路の占用、掘削等の申請書の提出により、調査し許可を適切に
行う

事業の目標 許可書の正確かつ迅速な発行

事業の概要 水道管、ガス管、電柱等の設置に伴い申請書が提出され、速やかに調査し許可書を発行する。

【 平成28年度 第1回提出 】　業務棚卸評価シート

No. 2 シート作成者 - -



４　事業を構成する活動に係る改善内容

占用、掘削件数 2,000件

17-2
見直した処理手順に基づき、道路工事施行承認申請の事務処
理を行う

承認件数 200件

17-1
見直した処理手順に基づき、道路の占用、掘削申請の事務処
理を行う

決算額（円）項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円）

【再設定項目】事業を構成する活動（28年度）

17-7
建築基準法第４２条第１項第５号の規定による道路の指定に係
る協議を行う

協議件数 20件

不法占用物除却件数 20件

17-6
まちづくりにおける手続き及び基準等に関する条例第10条の協
議及び都市計画法第３２条に基づく協議を行う

協議件数 110件

17-5 不法占用物除却依頼に係る事務処理を行う

17-3 車両運行協議申請の事務処理を行う 申請に係る審査及び協議 150件

占用、掘削件数 2,000件

17-4 道路側溝への汚水流入の申請事務処理を行う 申請に係る審査及び協議 20件

17-2 道路工事施行承認申請の事務処理を行う 承認件数 200件

17-1 道路の占用、掘削申請の事務処理を行う

事業を構成する活動（28年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）

2-6 これまでどおり、適切に実施する 位置付けない

2-7 これまでどおり、適切に実施する 位置付けない

位置付けない

2-3 これまでどおり、適切に実施する 位置付けない

2-4 これまでどおり、適切に実施する 位置付けない

2-5 これまでどおり、適切に実施する 位置付けない

2-2 人員体制及び事務処理方法を見直す

項番 改善内容 経営改善方針への位置付け

2-1 人員体制及び事務処理方法を見直す 位置付けない

27年度活動の結果を踏まえた28年度以降の改善内容

2-7
建築基準法第４２条第１項第５号の規定による道路の指定に係
る協議

協議件数 20件 14件

不法占用物除却件数 20件 30件

2-6
まちづくりにおける手続き及び基準等に関する条例第10条の協
議及び都市計画法第３２条に基づく協議

協議件数 110件 80件

2-5 不法占用物除却依頼に係る事務処理

2-3 車両運行協議申請の事務処理 申請に係る審査及び協議 150件 260件

占用、掘削件数 2,000件 1,764件

2-4 道路側溝への汚水流入の申請事務処理 申請に係る審査及び協議 20件 28件

2-2 道路工事施行承認申請の事務処理 承認件数 200件 179件

2-1 道路の占用、掘削申請の事務処理

事業を構成する活動（27年度）

項番 活動内容 活動指標 目標値 実績値 予算額（円） 決算額（円）


